






























































































































年 弱視 盲 発達 知的 肢体 合計 累計
2011 3 0 0 0 0 3 3
2012 5 0 0 0 0 5 8
2013 55 2 0 0 0 57 65
2014 70 37 0 6 3 116 181
2015 57 62 29 0 7 155 336
2016 130 20 73 1 5 229 565
2017 170 7 100 11 0 288 853
2018 124 6 108 25 0 263 1116
2019 84 1 219 59 0 363 1479
































































５以下 10以下 15以下 20以下 25以下
Fig. 2　指導力の獲得について




５以下 10以下 15以下 20以下 25以下
Fig. 3　教育への ICT 活用力の獲得について


































































































































































































































Table 2　在学生（教育相談経験２年以上）（N = 9）
１：全くそうは思わない、２：そうは思わない、３：どちらともいえない、４：そう思う、５：とてもそう思う。
1 2 3 4 5
【特別支援教育に関する実践力について】
1　教育相談により教職の魅力が高まっている。 0 0 1 2 6
2-1　教育相談に参加して、子供の実態の評価の方法について身についている。 0 1 1 3 4
2-2　教育相談に参加して子供の指導法が身についている。 0 0 3 3 3
2-3　教育相談に参加して指導の評価法が身についている。 0 1 3 5 0
2-4　教育相談に参加して記録の取り方が身についている。 0 0 2 2 5
2-5　教育相談に参加して障害に基づいた支援法の考え方が身についている。 0 0 2 6 1
【教育での ICT活用についての学びについて】
3-1　教育相談に参加して教育での ICT活用の意義を学べている。 0 0 1 1 7
3-2　教育相談に参加して教育での ICT活用の方法を学べている。 0 0 0 4 5
3-3　教育相談に参加して教育での ICT活用の効果を学べている。 0 0 1 1 7
3-4　教育相談に参加して教育での ICT活用の必要性を学べている。 0 0 0 3 6
3-5　 教育相談に参加して教育での ICT活用のために学んでいくことの必要性を
感じている。
0 0 0 0 9
【就職後への影響について】
4　教育相談に参加して将来に活かせると思う。 0 0 0 3 6
外来の教育相談に参加する大学生への教育効果
― 87 ―
Table 3　在学生（教育相談経験１年未満）（N = 9）
１：全くそうは思わない、２：そうは思わない、３：どちらともいえない、４：そう思う、５：とてもそう思う。
1 2 3 4 5
【特別支援教育に関する実践力について】
1　教育相談により教職の魅力が高まっている。 0 0 4 4 1
2-1　教育相談に参加して、子供の実態の評価の方法について身についている。 0 0 4 4 1
2-2　教育相談に参加して子供の指導法が身についている。 0 0 6 3 0
2-3　教育相談に参加して指導の評価法が身についている。 0 1 6 2 0
2-4　教育相談に参加して記録の取り方が身についている。 0 0 5 3 1
2-5　教育相談に参加して障害に基づいた支援法の考え方が身についている。 0 0 4 5 0
【教育での ICT活用についての学びについて】
3-1　教育相談に参加して教育での ICT活用の意義を学べている。 0 0 1 5 3
3-2　教育相談に参加して教育での ICT活用の方法を学べている。 0 1 3 3 2
3-3　教育相談に参加して教育での ICT活用の効果を学べている。 0 0 4 2 3
3-4　教育相談に参加して教育での ICT活用の必要性を学べている。 0 0 2 3 4
3-5　 教育相談に参加して教育での ICT活用のために学んでいくことの必要性を
感じている。
0 0 1 2 6
【就職後への影響について】
4　教育相談に参加して将来に活かせると思う。 0 0 3 4 2
Table ４　卒業・修了生（N = 10）
１：全くそうは思わない、２：そうは思わない、３：どちらともいえない、４：そう思う、５：とてもそう思う。
1 2 3 4 5
【特別支援教育に関する実践力について】
1　教育相談により教職の魅力が高まった。 0 0 1 4 5
2-1　教育相談に参加して、子供の実態の評価の方法について身についた。 0 0 0 4 6
2-2　教育相談に参加して子供の指導法が身についた。 0 0 1 4 5
2-3　教育相談に参加して指導の評価法が身についた。 0 0 2 5 3
2-4　教育相談に参加して記録の取り方が身についた。 0 0 0 4 6
2-5　教育相談に参加して障害に基づいた支援法の考え方が身についた。 0 0 1 2 7
【教育での ICT活用についての学びについて】
3-1　教育相談に参加して教育での ICT活用の意義を学んだ。 0 0 0 1 9
3-2　教育相談に参加して教育での ICT活用の方法を学んだ。 0 0 1 2 7
3-3　教育相談に参加して教育での ICT活用の効果を学んだ。 0 0 1 2 7
3-4　教育相談に参加して教育での ICT活用の必要性を学んだ。 0 0 1 0 9
3-5　 教育相談に参加して教育での ICT活用のために学んでいくことの必要性を感
じ、実践している。
0 0 0 1 9
【就職後への影響について】





















































Educational Effects on University Students by Educational Counseling:








when  they became a  teacher. The purpose  of  this  research was  to  clarify how experience periods  of 
participaticipation in educational counseling activities influenced educational effects on students. The results 
of  this survey  indicated that students with two-year or  longer participation had  increased effects. Students 
who participated  for  two years or  longer gained  the  same results  of graduates and were expected  to 
contribute  to  the  teaching profession after  leaving university. Although participating  several  times  in 
educational  counseling  exerted  effects  to  some  extent,  this  investigation  suggested  that  continuous 
participation for several years could exert more pronounced effects. Taking these findings into account, we 
will guide students  to enhance the teaching profession with the benefits  from experiences of engaging  in 
educational consultation.
Keywords: Educational advising, Educational effects, University students, ICT
